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Ｄ
Ｌ
Ｒ
基
金
は
、
闘
争
団
の
生

活
援
助
基
金
と
し
て
９２
年
３
月
３１

日
に
設
立
。
同
年
７
月
か
ら
給
付

を
開
始
し
た
が
、
一
時
は
基
金
が

枯
渇
し
給
付
停
止
窮
状
に
立
ち
至

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

国
労
各
級
機
関
や
多
く
の
友
誼
団

体
が
支
え
て
給
付
を
再
開
し
、
継

続

し

て

き

た
。
０９
年
３

月
３１
日
現
在

で
総
額
２
億

５
４
８
８

万

７
０
０
０

円

を

給

付

し

た
。
０７
年
度

に
は
２７
人
、

０８
年
度
は
２４

人
が
基
金
か

ら
の
給
付
を

受
け
た
。
受

給
者
は
、
治

療
困
難
な
難

病
等
に
よ
る

長
期
療
養
を

余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
受
給
者
以
外
に
も
、
脳

梗
塞
・
心
筋
梗
塞
・
消
化
器
系
の

疾
患
・
狭
心
症
・
不
整
脈
・
生
活

習
慣
病
等
に
よ
り
、
慢
性
的
に
通

院
し
て
い
る
闘
争
団
員
は
６０
人
以

上
に
も
な
る
。
そ
し
て
高
額
医
療

費
や
精
密
検
査
料
の
支
払
い
が
、

生
活
や
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
。

総
会
で
は
、
今
後
と
も
制
度
が

維
持
で
き
る
最
善
の
対
策
を
講
じ

て
、
解
決
時
ま
で
の
安
定
的
な
給

付
継
続
を
確
保
・
拡
充
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。

な
お
、
総
会
で
は
元
総
評
議
長

の
槙
枝
元
文
氏
ら
が
呼
び
か
け
、

６
月
１３
日
に
日
本
教
育
会
館
で
行

わ
れ
た
故
岩
井
章
国
労
顧
問
を
偲

ぶ
「
１３
回
忌
の
集
い
」
事
務
局
か

ら
、
故
人
の
遺
志
に
沿
っ
て
賛
同

金
の
一
部
か
ら
１０
万
円
の
カ
ン
パ

が
手
渡
さ
れ
た
。

０９
年
度
役
員
体
制

理
事
長
代
行＝

中
里
忠
仁
（
中

央
共
闘
議
長
）
▽
副
理
事
長＝

武

藤
弘
道
（
都
労
連
中
央
執
行
委
員

長
）
、
高
橋
伸
二
（
国
労
中
央
執

行
委

員

長
）
、
他
１
名
▽
専

務

理

事
・
事
務
局
長＝

山
口
弘
文
（
中

央
共
闘
事
務
局
長
）
▽
事
務
局
次

長＝

小
野
浩
二
（
国
労
闘
争
団
全

国
連
絡
会
議
副
議
長
）
、
渡
部
謙

三
（
全
動
労
争
議
団
副
団
長
）
、

佐
伯
肇
（
中
央
共
闘
事
務
局
次

長
）
▽
理
事＝

伊
藤
潤
一
（
東
京

地
評
議
長
）
、
飯
島
初
美
（
福
岡

県
教
組
執
行
副
委
員
長
）
、
他
１

名
▽
会
計
監
査＝

神
田
高
志
（
国

労
本
部
会
計
監
査
員
）
▽
給
付
審

査

委

員

会＝

中

里
、
伊

藤
、
山

口
、
渡
部
、
小
野
、
佐
伯

Ｄ
Ｌ
Ｒ
基
金
は
、
第
１６
回
総
会
を
７
月
１４
日
、
交
通
ビ
ル
で
開
き
、
０７
〜
０８
年
度
会
計
報
告
を
承
認

し
、
当
面
す
る
事
業
計
画
と
役
員
体
制
を
決
め
た
。
事
業
計
画
の
内
容
は
、
①
給
付
金
額
を
引
き
続
き

暫
定
措
置
と
し
て
一
律
３
万
円
と
す
る
、
②
給
付
対
象
を
死
亡
１
年
未
満
の
闘
争
団
員
な
ど
の
遺
族
と

傷
病
休
業
１
カ
月
以
上
の
闘
争
団
員
等
と
す
る
、
③
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
解
決
時
ま
で
給
付
継
続
に
向

け
て
引
き
続
き
取
り
組
む

な
ど
。

「１３回忌の集い」事務局からのカンパ贈呈

Ｄ
Ｌ
Ｒ
基
金
の
第
１６
回
総
会

給
付

総
額

２２
・・
５５
億億
円円
超超
にに

７
・
２３

ア
リ
コ
ジ
ャ
パ

ン
、
最
大
１１
万
人
分
の
契
約
者

情
報
流
出
と
発
表
。
２７
日
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
不
正
使
用

は
２
２
０
０
件
と
発
表
。

７
・
２４

「
経
済
財
政
白
書
」

で
企
業
内
失
業
者
は
全
産
業
で

最
大
６
０
７
万
人
と
指
摘
。

７
・
２５

民
間
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
予
測
で
今
秋
か
ら
年
末
の
完

全
失
業
率
は
過
去
最
悪
の
５
％

台
後
半
と
の
調
査
結
果
▽
ウ
イ

グ
ル
人
亡
命
組
織
の
記
録
映
画

が
上
映
さ
れ
る
メ
ル
ボ
ル
ン
国

際
映
画
祭
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
、
中
国
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
使
っ

た
ハ
ッ
カ
ー
攻
撃
集
中
。

７
・
２７

０９
年
上
半
期
自
殺

者
１
万
７
０
７
６
人
と
発
表
。

７
・
２８

地
域
別
最
低
賃
金

改
定
額
の
「
目
安
」
決
定
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

●
全
国
大
会
開
催
に
合
わ
せ
て

本
紙
の
前
倒
し
発
行
中
で
す
。

労
働
弁
護
団
が

派
遣
労
働
酷
書

日
本
労
働
弁
護
団
は
７
月
１７

日
、
電
話
相
談
に
寄
せ
ら
れ
た
７１

の
相
談
事
例
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
派
遣
労
働
酷
書
」
を
作

成
し
た
。
登
録
型
派
遣
の
弊
害
を

浮
き
彫
り
に
し
、
抜
本
改
正
に
向

け
た
法
改
正
論
議
に
役
立
て
た
い

と
し
て
い
る
。

不
安
定
雇
用
、
住
居
の
喪
失
、

嫌
が
ら
せ
、
社
会
保
険
未
加
入
、

差
別
待
遇
、
生
活
苦
、
違
法
派

遣
、
労
災
な
ど
、
問
題
の
性
質
ご

と
に
相
談
内
容
を
整
理
。
横
行
す

る
違
法
、
脱
法
行
為
の
数
々
が
短

い
文
章
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

小
島
周
一
幹
事
長
は
「
ひ
ど
い

実
態
を
改
善
す
る
に
は
、
法
律
を

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
を
訴
え
た
い
」
と
作
成
の
目

的
を
語
っ
て
い
る
。

カ
ラ
ー
刷
り
２０
ペ
ー
ジ
。
政
党

や
労
組
に
配
布
し
、
希
望
者
に
は

１
部
１
０
０
円
で

販

売

し

て

い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
０３
・
３
２
５

１
・
５
３
６
３

当
面
の

日

程

◎
裁
判
日
程

８
月
６
日

採
用
差
別
横
浜
人

活
訴
訟
第
１４
回
裁
判
（
結
審
）

１１
時
・
横
浜
地
裁

９
月
３０
日

採
用
差
別
国
労
訴

訟
第
１２
回
裁
判
（
結
審
）

１３
時

１５
分
・
東
京
地
裁
１
０
３
号
法
廷

９
月
２４
日

全
動
労
鉄
道
・
運

輸
機
構
訴
訟
控
訴
審
東
京
高
裁
第

２４
民
事
部

１３
時
３０
分
・
８
０
８

号
法
廷

９
月
２９
日

鉄
道
運
輸
機
構
訴

訟

１５
時
・
１
０
１
号
法
廷

１２
月
１０
日

鉄
道
運
輸
機
構
訴

訟

１
０
１
号
法
廷

◎
定
期
大
会

８
月
２１
〜
２２
日

第
７７
回
国
労

定
期
全
国
大
会
（
伊
東
市
）

８
月
３０
日

東
海
本
部
第
２４
回

定
期
大
会
（
東
京
・
南
部
労
政
会

館
）９

月
５
日

西
日
本
本
部
第
２３

回
定
期
大
会
（
国
労
大
阪
会
館
）

９
月
５
日

九
州
本
部
第
２５
回

定
期
大
会
（
博
多
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
）

９
月
２０
日

四
国
本
部
第
２３
回

定
期
大
会
（
高
松
・
Ｊ
Ｒ
義
山
荘
）

９
月
２３
日

東
日
本
本
部
第
２３

回
定
期
大
会
（
ラ
フ
レ
さ
い
た
ま
）

１０
月
３
日

北
海
道
本
部
第
２４

回
定
期
大
会
（
北
海
道
鉄
道
会
館
）

ト
ル
コ
東
部
エ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
ン

か
ら
エ
ル
ズ
ム
へ
向
か
う
途
中
に

立
ち
寄
っ
た
駅
前
広
場
で
の
ス
ナ

ッ
プ
で
あ
る
。
ト
ル
コ
帽
子
を
か

ぶ
っ
た
老
人
が
多
く
目
に
つ
い

た
。
そ
し
て
、
長
い
髭
を
自
慢
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
私
の
好

き
な
テ
ー
マ
の
老
人
や
子
供
た
ち

を
見
る
と
フ
イ
ル
ム
が
何
枚
あ
っ

て
も
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

老
人
た
ち
は
年
金
生
活
で
、
の

ん
び
り
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
８５
年
５
月
の
ト
ル
コ
ツ
ア
ー

当
時
、
私
は
４９
歳
で
近
い
う
ち
に

国
鉄
を
退
職
を
し
て
い
ず
れ
は
年

金
生
活
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
ト
ル

コ
の
人
た
ち
の
よ
う
に
暮
ら
し
て

い
け
る
の
か
と
ふ
と
思
っ
た
ひ
と

と
き
で
あ
っ
た
。

ゆとり
鉄路沿線３０年

山上敏夫・元大船工場

８
月
３０
日
投
票
で

総
選
挙
が
実
施
さ
れ

る
。
自
・
公
政
権
の

継
続
か
、
民
主
党
を

中
心
と
し
た
新
し
い

政
権
が
誕
生
す
る
の

か
が
問
わ
れ
る
重
要
な
選
挙
で
あ

る
。
▼
４
年
前
、「
郵

政

の

民

営

化
」
を
掲
げ
た
総
選
挙
で
圧
勝
し

た
自
民
・
公
明
両
党
。
し
か
し
、

内
閣
総
理
大
臣
が
４
人
（
小
泉
、

安
倍
、
福
田
、
麻
生
）
も
変
わ
る

と
い
う
不
安
定
な
政
権
運
営
を
行

っ
て
き
た
。
そ
し
て
年
金
問
題
を

は
じ
め
、
政
府
に
対
す
る
批
判
に

よ
り
、
０７
年
７
月
の
参
議
院
選
で

は
、
民
主
党
が
勝
利
し
、
参
議
院

に
お
け
る
自
・
公
の
少
数
派
に
よ

る
「
ネ
ジ
レ
国
会
」
の
状
況
が
生

ま
れ
て
い
た
。
▼
こ
う
し
た
流
れ

は
、
現
在
も
つ
づ
い
て
お
り
、
東

京
都
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
自

民
党
大
敗
な
ど
地
方
に
お
け
る
選

挙
で
の
連
敗
が
つ
づ
い
て
い
る
。

総
選
挙
を
通
じ
て
、
国
民
生
活
を

守
る
政
治
の
再
生
を
実
現
さ
せ
よ

う
。
▼
６
月
に
原
爆
症
の
認
定
を

め
ぐ
る
訴
訟
の
判
決
が
出
さ
れ

た
。
原
告
（
被
爆
者
）
側
の
勝
利

判
決
で
あ
り
、
こ
の
判
決
を
契
機

に
和
解
に
向
け
て
政
府
が
決
断
を

す
る
動
き
が
新
聞
等
で
書
か
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
厚
労
省
・
財
務

省
等
の
反
対
に
よ
り
、
実
現
が
遠

の
こ
う
と
し
て
い
る
。
世
界
で
唯

一
の
被
爆
国
と
し
て
、
被
爆
者
の

救
済
に
全
力
を
あ
げ
る
の
は
あ
た

り
ま
え
で
あ
る
が
、
訴
訟
と
い
う

残
念
な
状
況
が
つ
く
ら
れ
て
い

る
。
▼
厚
労
省
・
財
務
省
は
財
源

を
理
由
に
反
対
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
政
府
が
政
治
的
な
決
断

に
よ
り
、
早
期
の
救
済
を
行
う
こ

と
を
望
み
た
い
。
そ
し
て
、
雇
用

や
生
活
へ
の
不
安
が
増
大
す
る
中

で
、
政
治
に
よ
る
国
民
生
活
を
守

る
た
め
の
重
要
な
総
選
挙
が
実
施

さ
れ
る
。

（
栗
）

第2 9 8 4号（昭和２８年６月１２日第三種郵便物認可）（１）2 0 0 9年8月2 3日（日曜日） （毎月３、１３、２３日発行１ 部 ４０ 円）
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〈募集代理店〉

アベニール 株式会社
�　03-3437-6810　�　03-3437-6822
〒１０５－０００４　港区新橋５－１５－５　交通ビル３F

◆月払保険料（団体取扱）保険料払込期間：終身
がん保険フォルテ：バリュープランS 2倍 入院日額１万円

65歳55歳45歳35歳
7,952円5,810円4,222円3,038円

 （２００８年４月１日現在）

＊ご健康状態などによっては、お申し込みをお引受けできない場合があ
ります。

◎詳しくは、パンフレット（契約概要）をご覧ください。

「がん」の生涯保障 《アフラックのがん保険 �（フォルテ）》
がんの場合　 一時金４０万円
上皮内新生物の場合　 一時金４万円

初めて診断確定されたとき
診断給付金

がん診断後、２年目から５年目まで
１年につき 年金２０万円×４年間　＊生存している場合

がんと診断確定されたあと生存しているとき
ライフサポート年金（上皮内新生物は対象外）

１日につき　 １０,０００円入院したとき　　入院給付金
１回につき ２０万円手術したとき　　手術給付金

１日につき　 １０,０００円５日以上の継続入院後通院したとき
通院給付金

１日につき １０,０００円特定のがん治療で通院したとき
特定治療通院給付金（上皮内新生物は対象外）

技術料１回につき（１年間に５回まで、通算支払限度額７００万円まで）

先進医療をうけたとき
がん先進医療給付金

下記①～④以外の先進医療　実費／上限５０万円
②悪性腫瘍に対する粒子線治療（＊１）
実費／上限２９０万円

①固形がんに対する重粒子線治療
実費／上限３２０万円

特
定
先
進
医
療

④ＨＬＡ抗原不一致血縁ドナーからのＣＤ
３４陽性造血幹細胞移植（＊３）
実費／上限１３０万円

③脊椎腫瘍に対する腫瘍脊推骨全摘術
（＊２）
実費／上限２１０万円

１回につき １５万円（１年間に１回まで）先進医療をうけたとき
がん先進医療一時金

１０万円がんで死亡したとき　死亡保険金
（＊１）固形がんに係るものに限る。（＊２）原発性脊椎腫瘍または転移性脊推腫瘍に係るものに限る。（＊３）ＨＬＡ適合ドナーがいないために造血幹細胞移植が受けられない小
児のがんに係るものに限る。　先進医療の給付金・一時金のご契約には、限度があります。その他、アフラックの基準により限度額を定めています。
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使
用
者
側
は「
ゼ
ロ
」を
主
張

結
論
出
さ
れ
た
最
賃
目
安
審
議

底
上
げ
訴
え
た
労
働
側
と
溝

厚
生
労
働
省
内
の
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
・
目
安
小
委
員
会
は
、
７

月
２８
日
、
最
低
賃
金
が
生
活
保
護

水
準
を
上
回
る
３５
県
で
引
き
上
げ

を
原
則
見
送
る
こ
と
を
決
め
た
。

生
活
保
護
と
の
逆
転
現
象
が
生
じ

て
い
る
１２
都
道
府
県
に
つ
い
て
も

昨
年
度
決
め
た
逆
転
現
象
の
目
標

年
度
が
６
府
県
で
先
送
り
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
最
賃
の
引
き
上
げ
ゼ
ロ

を
主
張
す
る
使
用
者
側
に
対
し
、
労

働
側
は
「
全
体
の
底
上
げ
と
生
活
保

護
と
の
か
い
離
解
消
」
が
必
要
と
反

論
。
昨
年
施
行
さ
れ
た
改
正
最
賃
法

に
基
づ
く
引
き
上
げ
を
求
め
て
き

た
。
６
月
３０
日
に
諮
問
を
受
け
て
以

降
、
３
回
の
審
議
を
重
ね
て
き
た
。

使
用
者
側
委
員
は
、
目
安
策
定

の
参
考
資
料
と
さ
れ
る
小
規
模
事

業
所
の
賃
上
げ
数
値
が
「
マ
イ
ナ

ス
０
・
２
％
」
と

な

っ

た

こ

と

や
、「
１
０
０
年
に
一
度
の
経
済
危

機
は
想
定
外
だ
っ
た
」
こ
と
を
強

調
し
、
引
き
上
げ
ゼ
ロ
を
主
張
し

て
い
た
。
加
え
て
、
改
正
最
賃
法

に
基
づ
く
生
活
保
護
と
の
か
い
離

解
消
に
つ
い
て
も
「
解
消
す
る
期

間
の
延
長
」
を
求
め
て
い
た
。

労
働
側
は
「
経
済
が
厳
し
い
と

き
こ
そ
、
底
上
げ
が
必
要
」
と
の

ス
タ
ン
ス
を
と
り
、
生
活
保
護
と

の
か
い
離
解
消
は
「
昨
年
の
改
正

最
賃
法
に
基
づ
き
、
き
っ
ち
り
実

施
す
べ
き
だ
」
と
し
て
、
引
き
上

げ
ゼ
ロ
は
あ
り
得
な
い
と
訴
え
て

き
た
。

（
連
合
通
信
）

岩
手
県
花
巻
市
は
太
平
洋
戦
争

末
期
の
１
９
４
５
年
８
月
１０
日
に

米
軍
に
よ
る
空
襲
を
受
け
た
。

「
花
巻
空
襲
」
だ
。
岩
手
飛
行
場

や
花
巻
市
街
に
米
軍
艦
載
機
グ
ラ

マ
ン
１５
機
が
飛
来
、
５
０
０
ポ
ン

ド
爆
弾
等
２０
発
以
上
が
投
下
さ
れ

機
銃
掃
射
も
受
け
た
と
い
う
。

な
か
で
も
Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
周
辺
は

多
く
の
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
駅
や

機
関
車
な
ど
が
爆
破
さ
れ
た
。
空

襲
５０
周
年
の
時
に
駅
前
広
場
に
設

置
さ
れ
た
鳩
を
手
に
と
ま
ら
せ
た

女
性
の
「
や
す
ら
ぎ
の
像
」
に

は
、
焼
失
家
屋
６
７
３
戸
、
倒
壊

家
屋
６１
戸
、
死
者
４２
人
、
負
傷
者

約
１
５
０
人
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
空
襲
で
は
、
宮
沢
賢
治
の
生

家
が
焼
失
し
、
高
村
光
太
郎
も
焼
け

出
さ
れ
た
。
駅
東
の
藤
木
神
社
境
内

に
は
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
る
「
爆

弾
投
下
塔
」
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。

市
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
没

者
を
追
悼
し
、
戦
禍
を
繰
り
返
さ

ず
、
広
く
平
和
の
誓
い
を
新
た
に

し
よ
う
と
、
毎
年
、
戦
没
者
追
悼

・
平
和
祈
念
式
を
８
月
１０
日
に
開

催
し
て
い
る
。

こ
と
し
新
た
に
、
日
居
城
野
運

動
公
園
中
央
広
場
に
、
市
民
が
自

由
に
恒
久
平
和
を
祈
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
常
設
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
。
公

募
し
た
案
か
ら
、
〝
二
度
と
戦
争

を
お
こ
さ
な
い
と
い
う
私
た
ち
の

決
意
と
戦
没
者
の
気
持
ち
を
つ
な

ぐ
見
え
な
い
心
の
入
口
〞
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、「
平

和
の
扉
」
を
採
用
し
、
設
置
す

る
。
こ
と
し
の
式
典
で
除
幕
式
を

行
う
予
定
だ
。

（
連
合
通
信
）

二
度
と
戦
争
お
こ
さ
な
い

岩
手
県
花
巻
市
に
平
和
の
扉

昨
年
施
行
さ
れ
た
改
正
最
賃
法

は
、
生
活
保
護
基
準
よ
り
低
い
最

賃
額
を
な
く
す
こ
と
と
し
た
。
当

時
の
デ
ー
タ
で
は
４７
都
道
府
県
の

な
か
で
、
１２
県
が
生
活
保
護
基
準

未
満
と
さ
れ
、
２
〜
５
年
か
け
て

か
い
離
を
解
消
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。昨

年
の
最
賃
引
き
上
げ
（
全
国

平
均
で
時
間
額
１６
円
）
に
よ
っ

て
、
青
森
と
秋
田
、
千
葉
の
３
県

は
こ
の
か
い
離
が
解
消
さ
れ
た
は

ず
だ
っ
た
。

し
か
し
、
厚
生
労
働
省
の
直
近

デ
ー
タ
で
は
、
住
宅
扶
助
な
ど
の

ア
ッ
プ
に
よ
り
、
生
活
保
護
基
準

が
上
昇
。
そ
の
結
果
、
青
森
と
秋

田
、
千
葉
の
三
県
は
再
度
、
最
賃

の
方
が
低
い
状
態
に
な
っ
て
い

た
。
か
い
離
解
消
に
は
３
〜
９
円

の
最
賃
ア
ッ
プ
が
必
要
だ
。
他
の

９
県
に
つ
い
て
も
、
当
初
見
込
み

よ
り
か
い
離
幅
が
拡
大
し
て
い

た
。
例
え
ば
、
東
京
で
は
５４
円
と

見
ら
れ
て
い
た
か
い
離
額
が
６０
円

に
、
神
奈
川
で
は
６０
円
と
見
ら
れ

て
い
た
も
の
が
６６
円
に
な
っ
た
。

こ
の
か
い
離
額
の
解
消
期
間
を

延
長
す
れ
ば
、
い
つ
逆
転
現
象
が

な
く
な
る
の
か
見
通
し
が
立
た
な

い
。
改
正
最
賃
法
に
正
面
か
ら
向

き
合
お
う
と
し
な
い
使
用
者
側
委

員
の
姿
勢
に
は
大
き
な
問
題
が
あ

っ
た
。

そ
も
そ
も
生
活
保
護
基
準
と
の

逆
転
解
消
は
、
低
す
ぎ
る
最
賃
額

を
引
き
上
げ
て
い
く
手
段
の
ひ
と

つ
。
ま
と
も
に
生
活
で
き
な
い
最

賃
額
か
ら
「
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
」
を
保
障
で
き
る

最
賃
額
に
変
え
て
い
こ
う
と
い
う

の
が
改
正
法
の
趣
旨
だ
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
（
働
く
貧
困

層
）
問
題
の
解
決
は
、
今
の
日
本

の
最
優
先
課
題
。
目
安
小
委
員
会

に
は
、
そ
う
し
た
国
民
の
期
待
を

踏
ま
え
た
良
識
あ
る
判
断
が
求
め

ら
れ
て
い
た
。

（
連
合
通
信
）

〈解説〉
○
…
経
済
社
会
の
内
需
成
長
型

転
換
へ
向
け
、
厚
労
省
の
０９
年
労

働
経
済
白
書
が
賃
上
げ
な
ど
所
得

向
上
と
長
期
雇
用
シ
ス
テ
ム
を
提

起
し
た
。
労
働
側
が
め
ざ
す
経
済

社
会
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
枠
組
み
）

転
換
に
も
活
用
で
き
る
内
容
で
あ

る
。○

…
白
書
は
深
刻
な
景
気
後
退

を
二
局
面
か
ら
分
析
し
た
。
第
一

は
、
０２
年
か
ら
の
外
需
中
心
の
経

済
成
長
が
所
得
向
上
・
内
需
に
つ

な
が
ら
な
い
ま
ま
で
０７
年
か
ら
の

景
気
後
退
に
入
っ
た
こ
と
、
第
二

は
０８
年
秋
か
ら
の
米
国
の
金
融
不

安
が
外
需
依
存
の
日
本
経
済
に
他

の
国
よ
り
大
き
な
景
気
収
縮
を
も

た
ら
し
た
こ
と
だ
。

○
…
分
配
の
ゆ
が
み
に
つ
い
て

も
、
２
０
０
０
年
か
ら
７
年
間
で
、

内
部
留
保
は
増
大
し
株
主
配
当
も

３
倍
に
上
昇
し
た
が
、
従
業
員
給

与
は
１
・
０１
倍
に
と
ど
ま
り
、

「
賃
金
の
支
払
い
に
向
か
う
部
分

は
あ
ま
り
大
き
く
な
か
っ
た
」
と

指
摘
し
た
。
し
か
も
大
企
業
は
自

己
資
本
比
率
を
１
・
５
倍
も
高

め
、
金
融
投
資
な
ど
に
回
っ
た
も

の
の
、
総
需
要
の
拡
大
に
つ
な
が

ら
な
か
っ
た
と
厳
し
く
指
摘
。
過

剰
蓄
積
を
賃
金
、
雇
用
に
配
分
す

る
こ
と
を
提
起
し
た
。

○
…
景
気
後
退
下
の
雇
用
調
整

で
は
、
正
規
の
希
望
退
職
や
解
雇

は
少
な
く
、
採
用
抑
制
と
残
業
時

間
削
減
な
ど
で
対
応
し
た
と
分

析
。
一
方
、
派
遣
、
パ
ー
ト
な
ど

非
正
規
に
解
雇
、
雇
い
止
め
が
集

中
し
た
と
し
て
、
今
後
、
非
正
規

を
含
め
た
雇
用
維
持
を
提
起
し
た
。

○
…
課
題
と
展
望
で
は
、
成
長

成
果
を
適
切
に
配
分
す
る
良
循
環

型
経
済
へ
向
け
、
内
需
の
要
で
あ

る
賃
金
に
よ
る
所
得
増
加
と
格
差

縮
小
、
雇
用
安
定
を
提
言
し
た
。

長
期
雇
用
シ
ス
テ
ム
で
は
不
安
定

雇
用
の
正
規
雇
用
化
を
提
起
し
、

製
造
派
遣
、
登
録
型
派
遣
の
見
直

し
に
も
踏
み
込
ん
だ
。
白
書
は

「
雇
用
は
正
規
が
原
則
」
と
す
る

欧
州
型
を
め
ざ
し
た
の
か
ど
う

か
、
均
等
待
遇
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
含
め
労
働
政
策
課

題
の
分
析
も
求
め
ら
れ
る
。

○
…
労
働
界
も
パ
ラ
ダ
イ
ム
転

換
を
展
望
。
賃
金
、
雇
用
、
福
祉

な
ど
内
需
型
経
済
社
会
へ
の
運
動

を
強
め
た
い
。（
連
合
通
信
・
鹿
）

改
正
法
踏
ま
え
た

引
き
上
げ
を長

期
雇
用
へ
労
働
経
済
白
書

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
多
く
は
小
遣

い
が
ダ
ウ
ン

。
金
融
サ
ー
ビ

ス
企
業
の
新
生
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

が
男
性
会
社
員
５
０
０
人
に
聞
い

た
０９
年
４
月
の
調
査
結
果
。

こ
の
一
年
、
小
遣
い
が
「
ア
ッ

プ
し
た
」
人
は
７
・
６
％
。「
ダ
ウ

ン
し
た
」
が
１８
％
で
、
と
り
わ
け

既
婚
者
は
２１
・
３
％
と
高
率
。

１
カ
月
の
平
均
小
遣
い
（
昼
食

代
を
含
む
）
は
４
万
５
６
０
０
円

で
前
年
よ
り
７
０
０
円
ダ
ウ
ン
。

昼
食
代
は
平
均
５
９
０
円
で
、

４０
代
は
５
４
０
円
。
各
世
代
と
も

約
１
割
が
弁
当
持
参
の
回
数
が
増

え
た
と
答
え
、
週
１
回
程
度
あ
っ

た
飲
み
会
は
１０
日
に
１
回
程
度
に

減
少
し
た
。
理
想
の
小
遣
い
は
７

万
２
９
０
０
円
。

昼
食
代
５
９
０
円

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
小
遣
い
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